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三田社会学第4号(1999)

メ デ ィ ア 論 の 限 界 と政 治 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論

大石 裕

 1980年 代以 降、 日本社会 ではいわゆ る第 二次 ・第三次 情報社会 論 ブー ムが起 きる中で、

メデ ィア論(あ るい は社会情 報論)と い う用 語 ・概 念 が注 目を集 め る ようになって きた。

そ の背 景 に は、デ ジ ダル技術 を基 盤 とす るイ ンター ネ ッ トの 普及 と、 それ と連 動す るマ ル

チ メデ ィア化 の 進展 があ るの は言 う まで もない。(マ ス ・)コ ミュニ ケー シ ョン論 もそ の

影響 を受 け 、理論 的 変革 期 を迎 えて い るか の ように 見 え る。実 際 、マ ス ・メデ ィアや マ

ス ・コ ミュニケー シ ョンの終焉 とい う言葉が飛 び交 ってい る。

 しか し、 この ことは驚 くに は当 た らない。 とい うの も、 これ まで新 しい メデ ィア技術 に

対 す る過 大 なる期 待 、あ るい はそれ に対す る過剰 な までの恐 怖 をわ れわれ は何 度 とな く経

験 して きたか らであ る。 それ は、印刷技 術 の発展 に よる大衆 新 聞の 出現 、 そ して電 波 を活

用 した ラジオや テ レビの普及 の 際 も同様 であ っ た(J.ヌ ー マ ン)。 そ う した経 験 を踏 ま

えが ら、われ われ は(マ ス ・)コ ミュニ ケー シ ョン理 論の構 築 に努 めて きた。 しか し、 メ

デ ィアの変化 が あ ま りに急速 なため に 、(マ ス ・)コ ミュニ ケー シ ョン研 究者 の 間で は、

T.ク ー ンが 言 う ところの 「一 定の期 間、研 究者 に問い方 と答 え方 のモデ ル を与 え る」 パ

ラ ダイム は共 有 される こ とはなか った。技術 革命 の速 さに、パ ラ ダイム構築 が追 いつ けな

かったのであ る。 これは一つの側面で ある。

 (マ ス ・)コ ミュニ ケー シ ョン論 のパ ラ ダイム構築 を阻ん だのは、技 術革命 だけで はな

い。 当初 、(マ ス ・)コ ミュ ニケ ーシ ョン とい う社 会 過程 は、既存 の研 究 に とって は、研

究 領域 と言 うよ りも研 究 対象 の一つ であ った。 した が って、そ の過程 を分析 す る際 には、

既 存の研 究領域 か ら様 々な理念 ・理論 、研 究手法 が流 入 して きた。 ところが、社 会 におい

て(マ ス ・)コ ミュ ニ ケー シ ョン過 程 の比 重 が 高 ま るにつ れ 、 それ を専 門 的 に扱 う(マ

ス ・)コ ミュニ ケー シ ョン論 が、研 究領域 と して独 自性 を備 え始 め 、その重 要性 が強 く認

め られる よ うにな って きた。 その 出 自か ら学 際性 を特 徴 とす る この研 究領域 にお いて は、

多種 多様 な研 究が 交錯 して い る。 それ がパ ラ ダイムの成熟 を遅 らせ た も う一つ の要 因だ と

言 える。

 もちろ ん、 こう した点 を強み に転 化 させ る こ とも可 能 であ り、(マ ス ・)コ ミュニ ケ ー

シ ョン論 は実際 そ う して きた。 ただ し、その作 業 を進め る には、 まず 「社 会学 のパ ラ ダイ

ムは …  「検証 可能」 で はな く、「研 究の プ ログラ ム」 であ り、異 な ったパ ラ ダイムは、
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それぞ れ、方法 論的 、存在 論的 、認識 論的 な可能性 の場 をな し、 それ ぞれが 、そ の固有 の

射 程 をそ なえて い る」(J.エ ルマ ン)と い う指摘 に もあ る ように、パ ラ ダイム観 を移動

させ る必要 が あ る。 と くに、学際性 の 強い(マ ス ・)コ ミュニケ ー シ ョン論 に とってそ の

必要性 は高い。 われ われ に とって重 要 なの は、既存 の(で きれば複 数の)研 究領 域 で論議

された理 念 ・理論 、研 究手 法 を踏 まえつつ 、(マ ス ・)コ ミュニケ ー シ ョ ン過程 の分析 に

取 り組 み 、 そ こ で え られ た知 見 を他の の研 究領 域 に輸 出 す る とい う作 業 で あ ろ う。(マ

ス ・)コ ミュニケー シ ョン論 は、求心化 と同時に遠心化 をはかる必要があ る。

 三田 にお けるマ ス ・コ ミュニケ ーシ ョン論 を取 り巻 く環境 は、そ う した研 究 を進 め るの

に比較 的有利 な条件 を提供 して くれ てい る。法学 部政 治学科 、あ るい は文学 部人 間関係 学

科 にそ れぞ れ(マ ス ・)コ ミュニケ ー シ ョン関連 の講座 が あ り、 また新 聞研 究所(メ デ ィ

ア ・コミュニケ ーシ ョン研 究所)と それ らの学 部 との交流 も盛 ん に行 われて きた。 しか も、

それ ら3つ の組 織 のス タ ッフが所 属す る大学 院社会 学研 究科 も存在 す る。私 の政治 コ ミュ

ニケー シ ョン研 究 もそ う した環境 の産物 で あ る。実 際 、私 は政 治 コ ミュニケ ーシ ョン研 究

を行 う中で 、 「コ ミュ ニケー シ ョン過 程 を権 力 行使 過程 と して はあ くし、 コ ミュニ ケー シ

ョン現象 を権力現 象 と して読み解 くこ と」 をその基 本的視 座 とす る こと を提 案 した。 ち な

み に、権 力論 は政治学 と社 会学 の重要 な交流 点の一 つで あ り、 また 共有財 産で もあ る こと

は周知 の通 りであ る。

 改 めて述べ る まで もないが 、 メデ ィアは(マ ス ・)コ ミュニ ケー シ ョン過程 の一要 素で

あ る。そ れが デジ タル ・メデ ィアであ ろ う と、それ 以上 で もそ れ以下 で もない。 メデ ィア

の変化 を視 野 に収 めつ つ も、それ に振 り回 され るこ とな く、エ ルマ ンの言 う 「研 究の プ ロ

グラム」 を設 定 し、(マ ス ・)コ ミュニケ ー シ ョンの研 究 を進 め る必要 が あ る。 したが っ

て私 に とって 、(マ ス ・)コ ミュニケー シ ョン論 を捨象 したメデ ィア論 を展開す る こ とは、

それ ほ ど意 味が ある とは思 えない。逆 に、政治学 ・社 会学 の所産 であ る権 力論 と交 差す る

政 治 コミュニ ケーシ ョン研 究 に私 は強 く惹 かれるのであ る。

【引 用 ・参 考 文 献 】

J.ヌ ー マ ン 北 山節 郎 訳(1998)『 情 報 革 命 とい う神 話 』 柏 書 房

T.S.ク ー ン 中 山茂 訳(1971)『 科 学 革 命 の構 造 』 み す ず書 房

J.エ ル マ ン 原 山哲 ・樋 口 義 広 訳(1993)『 社 会 学 の 言 語 』 白水 社

大 石 裕(1998)『 政 治 コ ミュ ニ ケー シ ョ ン:理 論 と分 析 』 勤 草 書 房

(おおい し ゆたか 慶慮義塾大学法学部)

77


